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 1.緒言
 わが国における視覚聴覚二重障害(盲ろう)教育は、1950年代山梨県立盲学校で取り組みの始
 まった実験教育を口蕎矢とすると、50年と少しの年月を経ている。その後いくつかの盲学校等で徐々
 に盲ろう児の教育が積み重ねられたが、その数はきわめて少数であった。1979年の養護学校教育
 の義務制実施以降重複障害のある子どもの受け入れが進んできているが、重複障害の中でも感覚
 障害を伴う重複障害児については、その障害の独自性についての認識も十分に認められないまま
 現在に至っている.特に盲ろうに加えて重度障害を有する子どもへの教育的支援については、未
 解明な部分も多く、研究的取り組みも少ない。古ろう障害を独自のニーズをもつ障害として位置
 づけ、教育的支援が進められている諸外国と比較してみると、その実態把握や教育方法の研究に
 おいて、我が国は立ち遅れていると言わざるをえない。今後、特別支援教育において、盲ろう二
 重障害のある子どもの固有の課題が把握され、それらに基づく対応が充実するために、この教育
 を担う教師の専門的な対応が必要である.本研究は、これらの課題を解決するために、これまで
 取り上げられることの少なかった盲ろうに加えて重度障害を有する子どもへの教育的支援のあり
 方を実践的に探求したものである。
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 2.研究課題および方法
 第1部第1章では、「盲ろう」の定義にはじまりこの障害に関わる歴史および現状を整理した.
 第2章では、国内外の関連文献を検索し、初期コミュニケーション研究を中心に研究動向を整理
 した.その上で、(1)個別的係わりにおける教育的支援(直接支援)の視点と方法、(2)学校教
 育の場へのコンサルテーションによる支援(間接支援)の視点と方法、の二つを本研究の中心的
 課題として設定した.この問題について、個別事例に対する直接支援の取り組みに関する事例研
 究と、学校コンサルテーションという間接支援の取り組みに関する実践研究という二つの側面か
 らアプローチした。
 3.結果の概要
 第2部では直接支援に関する研究を取り上げた.第4章で筆者の考える事例研究の特質として、
 探索的研究であることと、アクションリサーチであることの両面から述べた.第5章では、直接
 支援に係わる研究の仮説でもあるところの方法論的枠組みについて、(1)双方向的コミュニケー
 ションの形成、(2)通じ合いと相互信頼関係、(3)自発行動の重視と触覚的応答、(4)自発行動
 に対する意味や活動の仮定、(5)子どもの注意への係わり手の注意の重ね、(6)同期二リズム・
 呼吸合わせ、(7)人・場・活動に関する構造化、(8)共感的対応、といった観点で整理し、続く
 第6章で7事例について、これらの枠組みの有効性を検討した.7事例は障害の状態はそれぞれ異
 なっているが、いずれも盲ろうに加えて重度障害を有し、初期コミュニケーションの課題をもつ
 点で共通している。これらの事例に対するコミュニケーション行動の形成と促進の経過が示され、
 その分析から筆者の方法論的枠組みの有効性を検討した。
 第3部では、間接支援に関する研究を取り上げた。第9章と第10章で筆者が考えるオンサイト
 研修の機能を有する学校コンサルテーションの枠組みを説明し、続く第11章で(1)心理的支援、
 (2)共同分析、(3)新しい知識・情報の提供、(4)システム・ネットワークヘの働きかけ、とい
 う4つの機能カテゴリーに基づくコンサルテーション・モデルを提出した。そして、このモデル
 に基づく3つの学校におけるコンサルテーションの取り組みの経過から、4つの機能カテゴリーモ
 デルの有効性を明らかにした。このモデルに基づく学校コンサルテーションが、盲ろう障害や古
 ろうに加えて重度障害を有する子どもを担当する教師の専門性向上に有効な研修となることを報
 告した。
 4.結論
 直接支援に関しては、まず子どもの自発する行動の中にやりとりの糸口を見出し自発から共同
 活動へと至る筆者のアプローチによって、特に子どもの探索活動の展開を支援することを通じて、
 コミュニケーション活動をつくりあげていくことへとつながつた。また双方向的なやりとりから
 さらに相互の意思を交渉しあう関係を形成することを促進した。経過は、筆者の方法論的枠組み
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 の妥当性を支持するものであった。この研究は、盲ろうに加えて重度障害を有する子どもの初期
 コミュニケーション形成を促す視点と枠組みを明らかにした.間接支援に関しては、4つの機能カ
 テゴリーに基づくコンサルテーションによって、盲ろうに加えて重度障害を有する子どもを担当
 する教師の専門性が向上し、教師集団に共通理解が生まれ、関係諸機関との連携が形成・発展す
 るようになった。これまで、障害児学校を対象とする学校コンサルテーションの研究報告は少な
 く、本研究は今後の特別支援教育の課題でもある教師の専門性向上に対する上でも、有益な知見
 を提供した。最後に盲ろうに加えて重度障害のある子どもの独自のニーズと対応、および今後の
 特別支援教育におけるこの教育の課題を考察した.
 論文審査の結果の要旨
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 盲ろう二重障害を独自の教育ニーズをもつ障害として位置づけ、教育的支援が進められている
 欧米諸国に比較し、わが国においてはその教育方法をめぐる研究は立ち遅れている現状にある.
 特に、盲ろうに加えて重度障害を有する子どもへの教育的支援においては、未解明な部分が多く、
 研究的取り組みもあるいは実践知の蓄積も少ない。このような現状にあって本論文は、①個別的
 かかわりにおける教育的支援(児に対する直接支援)の視点と方法、及び、②学校教育の場への
 コンサルテーションによる支援(間接支援)の視点と方法を明らかにすることを研究目的として
 いる。
 本論文においてはまず、盲ろうに加えて重度障害を有する子どもへの直接支援に関わる仮説で
 ある方法論的枠組みを、8つの観点(双方向的コミュニケーションの形成、通じ合いと相互信頼関
 係、自発行動の重視と触覚的応答、自発行動に対する意味や活動の仮定、等)から整理している。
 その上で、初期コミュニケーションの課題をもつ点で共通している7事例への実践的取り組みを
 踏まえ、これらの枠組みの有効性・妥当性を実証している。これらは盲ろう児に対する教育支援
 において非常に貴重な成果であるが、本論文の優れた点はこれにとどまらず、研究の成果や経験
 を教育の場に活かす取り組みを実際に行ない成果を検証したことである.すなわち、間接支援に
 関する研究として、著者が独自に考えるオンサイト研修機能を有する学校コンサルテーションの
 枠組みが説明され、4つの機能カテゴリー(担任教師らへの心理的支援、共同分析、新しい知識・
 情報の提供、システム・ネットワークヘの働きかけ)に基づくコンサルテーション・モデルが提
 示された。そして、このモデルに基づく盲学校3校における取り組みから、担当教師の専門性の
 向上、教師集団の共通理解の進展、関係諸機関との連携の形成・発展が導かれ、4つの機能カテゴ
 リーモデルの有効1生が明らかにされている.
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 本論文に対しては、直接支援に関わる8つの方法論的枠組みのうち、子どもの特徴や教育ニー
 ズに応じて何を優先させるかという検討が十分なされていないことや、間接支援に関し、クライ
 アント、コンサルティー、コンサルタントの関係の構図に改良すべき点があることなどの問題を
 指摘することができる。しかしながら、このように課題は残されているものの、本論文は、盲ろ
 う児を対象とする教育研究の成果を集大成したわが国ではじめての論文であるとともに、今後わ
 が国の特別支援教育に大きく寄与する内容であり、高く評価できる。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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